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​令和８年度事業計画書(案)​

​Ⅰ　法人本部​

​１，法人の理念と基本方針​
​　　私たちは、利用者の尊厳を守り、多様な福祉サービスを総合的に提供し、自立した生活を​
​　地域社会において営むことができるよう支援します。​
​　　基 本 方 針​

​１．利用者の皆様の意向及び人格を尊重し、常に利用者の皆様の立場にたって、サービスの​
​提供につとめます。​

​２．利用者の皆様のニーズに十分応えることができるように研鑽をつみ、質の高いサービス​
​の提供につとめます。​

​３．地域に愛され共に歩む施設として、地域と家庭の結びつきを重視し、自立・共生できる​
​ようつとめます。​

​４．利用者の皆様の自己選択による選ばれた生活に対し、潤いのある豊かな生活ができるよ​
​う支援します。​

​５. 利用者の皆様の個人に関する情報の保護についてはこれを厳守します。​

​職員倫理綱領​
​第１条　個人の尊厳​
​　私たち職員は、利用者ひとり一人の人格を尊重し、経験や個性を大切にし、安心と誇りを持って暮ら​
​せるよう支援します。​
​第２条　自己選択・自己決定の尊重​
​　私たち職員は、利用者中心のサービスに努め、利用者自ら選択、決定したことを尊重し実現できるよ​
​うに支援します。そのための情報を積極的に提供し、十分な説明と同意を得ることに努めます。​
​第３条　プライバシーの保護​
​　私たち職員は、利用者ひとり一人のプライバシーを守り、秘密保持、私的空間と時間の確保に配慮し​
​ます。​
​第４条　財産権の尊重​
​　私たち職員は、利用者の年金、貯蓄等の財産を守り、それらの権利が侵されることなく、本人の希望​
​する生活に支出されるよう支援します。​
​第５条　地域社会との関係​
​　私たち職員は、地域社会の一員としての自覚を持ち、地域に積極的に参加するように努め、利用者が​
​地域社会の中で市民として豊かに暮らせるよう支援します。​
​第６条　職員の専門性​
​　私たち職員は、自らの専門的役割と使命を自覚し、日々研鑽、研修に努めます。​
​第７条　サービスの点検​
​　私たち職員は、提供しているサービスが適正かどうかを常に自己点検し、改善に努めます。また苦情​
​や第三者の評価に対し誠意をもって対処します。​
​第８条　家族との関係​
​　私たち職員は、利用者の支援方針について家族と協議し、家族と職員の相互理解のもとで支援してい​
​けるよう努めます。また、家族の人権、プライバシーの保護に配慮します。​
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​職員行動規範​
​【個人の尊厳】​
​１,体罰、暴力はもちろん、暴言、威圧、無視などの態度はとりません。​
​２,利用者の呼称は、”さん”付けをします。職員が利用者から”先生”と呼ばれた場合は、名前で呼んでもら​
​えるように説明します。​
​３,利用者ひとり一人が、安心や自信、誇りを持って暮らせるよう、励ましや配慮ある言葉かけをしま​
​す。​
​４,利用者からの要望や訴えがあった場合は、すぐ対応するよう努めます。すぐ応じられない場合は、そ​
​の理由と、いつまで待てばよいか等具体的に説明します。​
​【自己選択・自己決定の尊重】​
​５,施設サービスの利用に関しては、十分な説明をし、同意を得ます。​
​６,利用者個人の生活背景等を理解し、その意思や希望を尊重し、実現できるよう支援します。​
​７,日常生活に関わる日課、外出、行事、通院、服薬等の情報は分かりやすく提供します。​
​８,利用者の自主的活動を積極的に支援します。​
​【プライバシーの保護】​
​９,個人の情報には、守秘義務を守り、記録の管理に配慮します。また他利用者の居るところでは利用者​
​個人に関わる話はしません。​
​10,居室に入るとき、日常生活動作の介助、私物の確認、施設見学者の案内等の場合は必ず利用者の了解​
​をとります。​
​【財産権の尊重】​
​11,利用者の預り金や所持品の管理は事故のないように努めます。​
​12,預り金は利用者の意思に沿って使われるように努めます。​
​13,施設内での利用者の所持品の廃棄には、利用者の承諾を得ます。​
​【地域社会との関係】​
​14,地域の一員として、地域の方への挨拶や、地域行事への参加を心がけ、地域との関りを深めます。​
​15,利用者が、社会の一員として生活できるよう様々な社会参加を積極的に進めていきます。​
​16,公的サービスやその他の社会資源の利用に関する情報を提供し、利用者が活用していくことを支援し​
​ます。​
​17,利用者が、地域で理解を得て協力してもらえるよう、地域との調整などに努めます。​
​【職員の専門性】​
​18, 支援者としての自覚を持ち、研修や自己啓発を通して、その資質の向上に努めます。​
​19,それぞれの相互点検や協力を通して、組織の一員としての自覚を持ち、チームワークの向上に努めま​
​す。​
​20,関係機関、団体などと連携し地域福祉の向上に努めます。​
​21,職員の好みや価値観を押し付けず、利用者の意思や考えを大切にします。​
​【サービスの点検】​
​22,サービスの効果や効率について常に点検し、その改善、向上に努めます。​
​23,利用者への対応が不適切、また倫理綱領及び行動規範に違反するような場合は、相互に指摘し合い是​
​正していきます。​
​24,第三者の評価を受け、サービスの点検に役立てます。​
​【家族との関係】​
​25,家族との相互理解のもとで利用者主体の支援に努めます。​
​26,家族との情報交換を心がけ、より良い利用者支援及び家族支援を目指します。​
​【その他】​
​27,職員として、対人援助にふさわしい言動、身だしなみに心がけます。​
​28,職員に落ち度がある場合は速やかに謝り、改善します。​
​29,職員の私的な都合や利益のために利用者を利用することがないようにします。​
​30,服務中は、職員同士で集まり、雑談をするなど仕事以外の行動はとりません。​
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​２，事業方針・重点的取り組み課題​
​　障害者総合支援法の理念に基づき、障がいのある人々の尊厳と人権が保障される社会や地​
​域社会における共生の実現に向けて、福祉サービスの向上と法人運営に最大限の努力をして​
​いく。​

​(1) 経営の安定・強化​
​①​​昨年12月、障害者支援施設広賀園と松籟園を統廃合し、定員40名で合理化を図った​

​新たな運営体制を軌道に乗せ、さらなる経営安定化を目指していく。​
​②新規の施設入所や在宅サービスの利用に向けて、病院や相談支援事業所などの関係​

​機関とより連携を深めながら充足率の維持・向上を図っていく。​
​②一層の経費削減や経営効率の向上を図るとともに、収入面においても適切に各種加​

​算の算定を行い、安定的な収入の確保を強化していく。​
​(2) 人材確保・育成・定着に向けた取り組み​

​　​​福祉分野での人材難が続くなかでも、適正数の人材確保と育成・定着に向けた​
​取り組みを一層強化するとともに、研修委員会による研修計画に基づく施設内外​
​研修会（web研修も含む）への積極的な参加により職員の資質の向上を図り、働き​
​やすくやりがいの感じられる勤務環境やケア内容の改善に努める。​
​　外国人実習生の受け入れによる人材確保も継続して行っていく。​

​(3) 利用者サービスの充実​
​①法人の理念等を遵守しながら、利用者が自立した日常生活又は社会生活を営むこと​

​ができるよう、引き続き利用者の意思決定の支援に配慮していく。​
​②​​令和6年度報酬改定により義務化された利用者の地域生活への移行に関する意向確認​

​等に適切に対応するため、運営規程を改正し実施体制を整備した。利用者の自己決​
​定の尊重及び意思決定の支援に配慮しつつ、定期的な意向の確認を確実に行い、希​
​望に沿った地域生活への移行に向けた支援措置を講じていく。​

​③施設行事についても、感染症の発生状況等に注視しながら、利用者のストレスや不​
​安を軽減し、より潤いのある豊かな生活となるよう継続して実施していく。​

​④​​令和7年度において不適切な支援事例があったことを重く受け止め、虐待防止・権利​
​擁護の取り組みをなお一層強化する。虐待防止や身体拘束等の適正化を更に推進す​
​るため、虐待防止委員会、事故防止委員会（身体拘束等適正委員会）と研修を定期​
​的に開催し、その内容の周知徹底を図りながら、多職種一体となって再発防止と意​
​識向上に積極的に取り組み、より安心で安全な環境とそのサービスが提供できるよ​
​う努める。​

​(4) 感染症及び食中毒の発生・まん延防止、災害対策の推進​
​①　感染症対策委員会を中心に、​​施設内で発症や蔓延防止のための研修や訓練を行​

​い、利用者の健康と安全を確保していく。​
​　　​​また、新興感染症の発生時等の対応について、協力医療機関と引き続き連携し、​

​協議を行っていく。​
​②　調理施設の衛生管理については、食品衛生法や大量調理マニュアルに準じた委託​

​業者独自の衛生管理チェックシートにより食中毒防止に努め、安全性の高い食事を​
​提供していく。​

​③　９月１日「防災の日」には、災害による調理員業務が困難な状況を想定して職員​
​による備蓄食提供訓練を実施する。​

​④　業務継続計画（BCP）に基づき、感染症や土砂崩れなどの災害時にも必要な障害​
​福祉サービスを継続提供できる体制を強化する。引き続き、事業継続に向けた予算​
​や資源の確保、対策の実施、定期的な教育・訓練による組織内への周知を図り、継​
​続的な点検・改善を行う日常の経営管理活動（BCM：事業継続マネジメント）を展​
​開していく。​
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​(5) 業務改善・働く環境改善への取り組み​
​①​ ​職​​務​​分​​掌​​表​​に​​基​​づ​​く​​業​​務​​内​​容​​の​​明​​確​​化​​と​​役​​割​​分​​担​​に​​よ​​り、​​介​​護​​職​​員​​が​​ケ​​ア​​に​​集​​中​​で​

​きる環境整備を行う。​
​②​​ICT​​（業​​務​​用​​タ​​ブ​​レッ​​ト​​端​​末・​​職​​員​​個々​​の​​ス​​マー​​ト​​フォ​​ン​​等）​​を​​活​​用​​し、​​当​​施​​設​​独​​自​

​のデータベースによる情報の一元化と迅速な共有化を一層図り、業務の省力と効率​
​化を推進する。​

​③​ ​令​​和​​７​​年​​度​​に​​設​​置​​し​​た​​「生​​産​​性​​向​​上​​委​​員​​会」​​を​​引​​き​​続​​き​​定​​期​​的​​に​​開​​催​​し、​​業​​務​​改​​善​
​活動を推進する。現場の課題を見える化し、ICTの活用や適切な役割分担をさらに進​
​めることで職員の業務負担軽減を図り、生み出された時間を直接的なケアに充てる​
​ことで、サービスの質の向上と働きやすい職場環境の実現にしっかりと取り組んで​
​いく。​

​(6) 地域における公益的な取り組みの推進​
​　​​地域住民やその自発的な活動等と連携・協力し、地域との交流を一層図っていく。​
​令和７年度に設置した「地域連携推進会議」を本年度も１回以上開催し、これまで築​
​いてきた地域とのつながりをさらに強め、サービスの透明性と質の確保に取り組む​

​３，組織図表​
​　​

​４，評議員会・理事会等開催計画​
​(1) 評議員会​ ​令和８年６月下旬​ ​前年度会計決算関係等​

​令和９年３月下旬​ ​今年度会計補正予算、来年度事業計画・予算等​
​(2) 理事会​ ​令和８年６月初旬​ ​前年度会計決算関係​

​令和８年12月中旬​ ​今年度会計補正予算関係等​
​令和８年３月下旬​ ​今年度会計補正予算・次年度事業計画等​

​(3) 監事監査​ ​令和８年６月初旬​ ​前年度法人・施設運営等​

​５，建物・設備の主な整​​備​
​(1) セキュリティカメラの設置（食堂、居室廊下、機能訓練棟、作業棟）​
​(2) 急傾斜地崩壊危険区域、特別危険区域指定の東側法面改修​
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​　​​６，施設の規模・構造​
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​Ⅱ　施設運営​
​1，​​運営方針​

​(1)​ ​障害者支援施設（障害福祉サービス）​
​①　障害者支援施設 広賀園​​（定員４０名）​​：身体・知的・精神障害者​
​　法人の理念及び基本方針を順守し、利用者の意思及び人格を尊重しながら常に利用​

​者の立場に立って、医学的管理のもとに食事・入浴などの介護をはじめ日常生活支​
​援を行うほか、機能訓練、創作的活動、余暇活動を通じて身体機能や生活能力の維​
​持・向上に努める。​

​　また、​​利用者の意思決定の支援に配慮しながら、地域生活移行に関する意向の把握​
​と希望に沿った援助により、地域移行並びに​​社会参加の促進に努める。​

​(2)​ ​障害福祉サービス​
​①　障害者短期入所事業　広賀園​​（併設型 定員４名）​
​　利用者の状況（生活・健康・障がい等）を理解し、利用者の立場に立ったサービス​

​の提供に努める。支援内容については、個別支援計画に基づく施設入所支援・生活​
​介護事業の支援内容に準じて、利用者・家族等のニーズを尊重しながら行う。​

​　また、相談支援事業所や近隣の支援機関等と連携しながら、障害者支援施設広賀園​
​の空床範囲内により利用者の促進を図ることに努める。​

​(3)​ ​地域生活支援​
​①　日中一時支援事業所　広賀園​
​　利用者・家族等のニーズを尊重しながら、安心・安全な日中支援が受けられるよ​

​う、利用者の立場に立ったサービスの提供に努める。​
​　また、相談支援事業所や近隣の支援機関等と連携しながら、障害者支援施設広賀園​

​の空床範囲内により利用者の促進を図ることに努める。​
​(4)​ ​地域相談支援・計画相談支援​

​①　広賀園障害者相談支援事業所​
​　法人の基本理念に基づき、利用者の自立した生活を支え、適切なサービス利用に向​

​けて一般相談支援及び特定相談支援を行っていく。　​

​２，職員配置​
​　　① 障害者支援施設　広賀園​

​　​
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​区　分​ ​指定障害者支援施設​
​人員基準​ ​広賀園職員配置​ ​(   )は非常勤​

​管理者（施設長）​ ​　　　　　１​ ​　　　　　１ 兼務​

​事務員​ ​　　　　　２​

​医師​ ​　　　　　１​ ​　　　　　１（1）​

​サービス管理責任者​ ​　　　　　１（常勤）​ ​　　　　　１​

​理学療法士、理学療法士​
​必要数（５人）​

​平均障害支援区分4～5未満​
​利用者数を5で除した数​

​　　　　　１​

​看護師​ ​　　　　　３​

​生活支援員​ ​　　　　　13（2）​

​管理栄養士​ ​　　　　　１（常勤）​ ​　　　　　１​

​介護補助員​ ​　２（2）​

​宿直専門員​ ​　　　　　３（3）​

​合　計​ ​　　　　　28（8）​



​　　③ 広賀園障害者相談支援事業所​

​　​
​　３，生活の支援内容​

​(1)​ ​食事の提供​
​　利用者の障がい範囲拡大と高齢化傾向に向けて、食事の味付け・好み・食形態も多​
​岐に亘るが、生活習慣病予防を考慮し、栄養のバランスがとれた合理的な献立と正し​
​い調理法によった食事の提供を行う。​
​また、嘱託医の指示により治療食の必要な利用者については、可能な限りの治療食を​
​給与し随時食事指導を行う。​
​　セントラルキッチン方式（全国共通の献立）による食事提供であるが、できる限り​
​利用者の嗜好を給食にとり入れることができるよう、食事に関するアンケート(年２​
​回)、毎食後の残食状況、検食簿の意見、給食懇談会での利用者の意見等を参考にしな​
​がら、メニュー等の改善を随時行っていく。​
​　職員と委託業者による給食委員会は毎月開催し、選択食、お楽しみ献立、野外食等​
​の行事食により食事に変化をもたせるよう計画する他、給食の提供が円滑に行われる​
​よう協議を行っていく。​

​(2)​ ​健康管理​
​　​ ​東​​広​​島​​医​​療​​セ​​ン​​ター、​​西​​条​​中​​央​​病​​院、​​西​​条​​心​​療​​ク​​リ​​ニッ​​ク​​を​​協​​力​​医​​療​​機​​関​​と​​し​​て、​

​嘱託医による心身の健康管理を行う。また、早志歯科診療所の歯科疾患の治療及び​
​予防により日常生活に支障をきたさないよう万全を期する。​

​　　入退院を繰り返さないために、利用者の異変の早期発見や通院、専門医への受診​
​など総合的な支援を行う。退院後の支援に対して、多職種で連携を図り状態に合わせ​
​た支援を行う。​

​　　また、利用者の基礎疾患に対するフォローを継続的に実施するとともに、感染予​
​防並びに感染症発生時に備えた対応について事前の取り組みを行う。​

​(3)​ ​機能訓練​
​　医師の指示・許可のもと、利用者の身体状況に合わせて、運動機能・基本動作能​
​力・日常生活動作（ADL）の評価を行い、リハビリテーション実施計画書に基づく訓​
​練を実施する。また、必要に応じて自主練習指導を行い、利用者の基本動作能力、日​
​常生活動作の維持・向上を目指す。​
​　車椅子や自助具等の福祉用具や義肢補装具の助言を行う。また、車椅子や義肢装具​
​の作成・購入が必要であると判断した場合は、医師・業者を含めて利用者の状態を評​
​価し、利用者のニーズを聴きながら、本人又は家族等に同意を得た上で作成・購入・​
​レンタルをすすめていく。​

​(4)​ ​日常生活支援​
​①　利用者の身体状況に応じて、入浴、排せつ及び食事等の介護や洗濯、掃除などの​

​支援をおこなう。併せて、創作的活動や余暇活動に利用者の多くが参加できる機会の​
​提供に努める。​

​②　長期の闘病生活や各種の障害によるハンディがある方もおられ、まず入所時に施​
​設での生活に安心感が持てるように配慮し、個々のニーズを尊重しながら一人一人​
​が自分の能力を発揮できるように支援を行っていく。​

​③　利用者の方が共通して利用できるように、新聞、テレビ、図書を備えるととも​
​-​​7​​-​

​区　分​ ​相談支援事業基準​ ​広賀園障害者相談​
​支援事業職員配置​

​管理者​ ​１​ ​１兼務​

​相談支援専門員​ ​１​ ​１​



​に、余暇活動を行うことにより社会適応性を高めるよう努める。​
​④　利用者の方との意思疎通を図ることを目的として、定期的に懇談会を開催し希望​

​や意見を聴くことで、満足していただけるサービスの提供に努める。​
​⑤　利用者と職員を対象に内外講師による施設内研修を開催するとともに、講演会も​

​開催し一般教養の向上に努める。​
​(5)​ ​創作的活動​

​　利用者の興味や適性に合わせた活動の機会を作業棟にて提供し、個々の自信回復や​
​生活意欲を高めるとともに、情緒の安定や機能訓練への一助となるように支援する。​
​　活動の種類は、次のとおりとし、月間の予定にもとづいて実施する。​

​1​ ​トールペイント（講師） ②陶芸（講師） ③手芸（講師） ④スケッチ（講師）​
​5​ ​華​​道​​（講​​師）​ ​⑥​​パ​​ソ​​コ​​ン​ ​⑦​​レ​​ク​​リ​​エー​​ショ​​ン​​（カ​​ラ​​オ​​ケ・​​ボッ​​チャ・​​け​​ん​​玉​

​等）​
​(6) 広報活動​

​法人の活動に対し、正しく理解していただくと同時に協力や支援がえられるよ​
​う情報提供を図る。また、機関誌「ほほえみ」の年２回発行やホームページ等で情報を​
​公開し、施設事業案内と利用の促進を図る。​
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​　　​​(7)利用者の日課表​

​-​​9​​-​



​４，各種会議と委員会等活動​
​(1)​ ​各種会議​

​①　連絡調整会議​
​　管理者、課長、課長補佐、係長、主任、を構成メンバーとして月１回定期又は​
​重要案件の都度開催する。​

​②　職員会議​
​　職員全員で構成する会議で、月１回定期又は重要案件の都度開催し会議を通​
​じて日常業務の円滑な運営を実現させるもので施設の管理運営、利用者支援の​
​課題、職員相互間の協調を図る等広範囲にわたる諸問題を討議検討する。​

​③　支援会議​
​　管理者の他、直接処遇職員を構成メンバーとして、嘱託医等の所見をもとに、​
​利用者の方が主体的・積極的に自分自身の人生を創り自立した生活ができるよ​
​うに、年２回以上個別支援計画の作成や生活の評価を行うことによって適切か​
​つ総合的に課題調整を定期的に行っていく。​

​　　④　委員会等会議​
​　制度改正により義務化される委員会の設置と支援に関する業務の改善、向上​
​を図り、利用者に満足いただけるサービスを提供するために委員会を設ける。​

​ア　災害対策委員会​​《災害に係るBCP》​
​定期開催年４回及び必要時開催​

​イ　事故防止委員会​​（身体拘束等適正委員会）​
​定期開催年６回及び必要時開催、毎月職員周知​

​ウ　感染症予防対策委員会​​《感染症発生時におけるBCP》​
​　　　　　　定期開催年３回及び必要時開催​

​エ　研修委員会​
​　　　　　　定期開催年３回及び必要時開催​

​オ　虐待防止委員会​​～「虐待防止委員会運用指針」による～​

​定期開催年４回及び必要時開催、毎月職員周知​
​カ　給食委員会​

​定期開催年12回及び必要時開催​
​　　　　　　　 キ　入所等対応委員会​​～「入所等対応委員会設置要領」による～​

​必要時開催、緊急を要する場合は持ち回り開催​
​　　　　　　　 ク　ICT推進委員会​

​　​ ​必要時開催​
​　　　　　　　 ケ　賞罰委員会​

​必要時開催​
​　　　　　　　​​コ　生産性向上委員会​

​定期開催年４回及び必要時開催​
​　　　　　　　 サ　各種行事​

​　　　　​ ​園内行事​
​「誕生日会」「喫茶ほほえみ」「コーヒーレク」​
​「お楽しみ会」「花見ドライブ」「夕涼みの会」​

​　　　　　​ ​園外行事​
​　　　　​ ​「ほほえみ外出」「東広島健康福祉まつり」「平岩まつり」​

​「作品展」「上寺家手作りフェアー」「平岩福祉施設交流会」​

​　　　​
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​(2)​ ​業務担当表​
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​５，職員研修​
​　専門知識を習得し、福祉施設職員としての資質の向上を図り、福祉ニーズに的確に対応し​
​ていくため、研修委員会が作成する研修計画にもとづいて部内研修や各種団体が主催する研​
​修会に積極的に参加し研鑽する。​

​(1) 広島県社会福祉協議会が主催する研修会​
​(2) 全国社会福祉協議会が主催する研修会​
​(3) 全国身体障害者福祉施設協議会が主催する研修会​
​(4) 広島県社会福祉法人経営者協議会が主催する研修会​
​(5) 広島県身体障がい者施設協議会が主催する研修会​
​(6) 東広島市社会福祉施設連絡協議会が主催する研修会​
​(7) 他施設見学研修の実施​
​(8) 以上のほか他団体が主催する研修会への参加​
​(9) 部内研修（別紙）​
​　　以上何れの場合も研修出席者は伝達研修を行うことにより、職員全体の資質向上に努​

​める。​

​６，災害対策訓練​
​　​​より実効性のある災害に係る業務継続計画（BCP）の点検と見直しを行い、有​
​事に備える。​

​(1) 総合防火訓練  　　　　　　​ ​　　　　　　　　　　年２回​
​(2) 避難訓練　　　　　​ ​　　　　　　　　　　　　　 年３回​
​(3) 夜間避難訓練​ ​年１回​
​(4) 突発災害に備えた避難訓練​ ​　　　　　　　　　　年１回​
​(5) 防災の日に備蓄食提供訓練​
​(6) 法定点検(消火器、警報設備、誘導灯、誘導標識)​ ​年２回​
​(7) 自主点検(建築物等火気使用設備、危険物施設、電気設備、​
​　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園内巡視点検)​ ​年２回​
​　​ ​ガス保守点検(業者)​ ​年１回​
​(8) 漏電検査(日本テクノ株式会社による)​ ​年２回​
​(9) 園内巡視(担当者による)　　　　　　​ ​毎日​
​(10) 火気後始末点検(責任者による)​ ​毎日​

​７，職員の健康管理​
​　職員の健康保持のため年１回５月に定期の健康診断を行う。但し変則勤務者及び​
​夜勤者については年２回(６月、１１月)とし、１１月実施の検査項目は一部省略す​
​る。​

​(1) 既往歴及び業務歴の調査​
​(2) 自覚症状及び他覚症状の有無の検査​
​(3) 身長、体重、視力及び聴力の検査​
​(4) 胸部エックス線(直接撮影)検査及び喀痰検査​
​(5) 血圧の測定​
​(6) 尿検査(尿中の糖及び蛋白の有無の検査)​
​(7) 貧血検査(赤血球数、血色素量)​
​(8) 肝機能検査（ＧＯＴ、ＧＰＴ、γ－ＧＴＰ）​
​(9) 血中脂質検査(総コレステロール、HDL・LDLコレステロール、トリグリセライド)​
​(10) 血糖検査（ＨｂＡ１Ｃ）​
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​(11) 心電図検査​
​(12) 大腸癌検査(検便)​

​11月実施の変則勤務者の健康診断で省略する健康診断項目​
​　　　④・⑦・⑧・⑨・⑪・⑫の項目​

​８，保健衛生​
​(1) 水質検査    毎月１回(内２回、６月･１２月に２７項目検査を行なう)​
​(2) 給食従事者検便(腸管出血性大腸菌群・腸内細菌)​ ​毎月１回　​
​(3) 食器の消毒​ ​毎回​
​(4) 食堂と厨房の掃除と消毒​ ​毎日​
​(5) 厨房・食堂のハエとゴキブリの駆除​ ​毎日​
​(6) 園外からの食品の持ち込み、外食等の注意​
​(7) 手洗い・うがいの励行​
​(8) 用便後及び食前の手洗いの励行​
​(9) 便所の掃除と消毒​ ​毎日​
​(10) 洗面所の掃除と消毒​ ​毎日​
​(11) 居室の消毒・清掃​ ​毎月８回​
​(12) 職員と利用者の検便(腸内細菌検査)​ ​年１回​
​(13) 衛生害虫保守管理　年３回​
​(14) 職員・利用者の自動手指消毒器による消毒​
​(15) 飲料水の残留塩素濃度の点検​
​(16) 浴槽の残留塩素濃度の点検及び補充（入浴日に毎日実施）​
​(17) 浴槽水のレジオネラ菌検査　年１回​
​(18) 施設内の手すり、ドアの取手、蛇口の消毒（毎日​​）​

​　９，保険・福利厚生加入​
​(1) 建物全部に火災、地震保険加入​
​(2) 利用者の事故防止に福祉施設賠償保険加入​
​(3) 利用者の事故防止に普通傷害保険加入​
​(4) 施設備付自動車に自動車賠償責任保険と任意自動車保険加入​
​(5) 施設職員に健康保険、介護保険、厚生年金、雇用保険、労災保険加入​
​(6) 施設職員に労災上乗せ法定外補償保険加入​
​(7) 施設職員に社会福祉振興・試験センターの施設従事者相互保険加入​
​(8) 施設職員に独立行政法人福祉医療機構退職金制度加入​
​(9) 施設職員に県社協互助制度(退職金･福利厚生)加入​
​(10) 施設職員に福利厚生センター(福利事業)加入​

​　​​10，職員の派遣、介護実習等の受け入れ​
​(1)​ ​災害等による応援や福祉体験学習への講義・講演等の講師要請に対して、職員を派遣​

​する。​
​(2)​ ​職場体験や福祉体験学習、介護実習などの受け入れ依頼に対して、目的を明確にした​

​上で、積極的に受け入れを行う。​
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​Ⅲ　令和８年度職員研修計画​

​委員会​ ​ＯＪＴ​ ​ＯＦＦ－ＪＴ​ ​ＳＤＳ​

​４月​
​感染症予防委員会​

​研修委員会​
​生産性向上委員会​

​〇事故リスクを念頭に置いた​
​支援​

​〇部内研修「事故防止、事故対​
​応」：片山​

​５月​ ​虐待防止委員会​
​生産性向上委員会​ ​〇接遇チェック​ ​〇講話：早志歯科​

​〇部内研修「接遇について」​

​６月​

​防災対策委員会​
​感染症予防委員会​

​虐待防止委員会​
​事故防止委員会​

​身体拘束適正化委員会​

​〇手洗い・手指消毒方法​
​〇感染症対策「食中毒予防」​
​〇部内研修「​​嘔吐物の処理訓​
​練​​」​

​７月​ ​感染症予防委員会​
​生産性向上委員会​ ​〇嘔吐物の処理方法​ ​〇褥瘡予防について​

​８月​ ​防災対策委員会​
​生産性向上委員会​

​〇オムツの当て方、オムツ交​
​換の方法について​ ​〇​​土砂災害（机上）訓練​

​９月​

​防災対策委員会​
​感染症予防委員会​

​虐待防止委員会​
​事故防止委員会​

​身体拘束適正化委員会​

​〇接遇チェック​ ​〇​​災害時の備蓄提供訓練​

​10月​ ​感染症予防委員会​
​生産性向上委員会​

​〇福祉用具の取り扱いについ​
​て​

​〇ＡＥＤの使い方：アルソッ​
​ク​

​11月​ ​感染症予防委員会​
​生産性向上委員会​ ​〇手洗い・手指消毒方法​

​〇部内研修「虐待防止・権利​
​擁護研修」​

​12月​
​感染症予防委員会​

​虐待防止委員会​
​事故防止委員会​

​身体拘束適正化委員会​

​〇ガウンテクニック​

​〇部内研修「感染予防研修、​
​ガウンテクニック訓練​
​（仮）​​」西条中央病院：東部​
​長​

​１月​ ​感染症予防委員会​
​生産性向上委員会​ ​〇ポジショニングについて​

​〇身体拘束と介護事故リスク​
​研修​
​〇虐待防止・権利擁護研修​
​：広島県WEB​

​２月​ ​感染症予防委員会​
​生産性向上委員会​

​〇障害の特性とコミュニケー​
​ションについて​

​〇虐待防止・権利擁護研修伝​
​達講習​

​３月​

​感染症予防委員会​
​研修委員会​

​防災対策委員会​
​虐待防止委員会​
​事故防止委員会​

​身体拘束適正化委員会​

​〇移乗のコツ​
​〇部内研修：介護技術につい​
​て​

​随時​ ​給食委員会(毎月)​ ​自己学習、資格​
​取得学習等​
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​Ⅳ　令　和　８　年　度　　年　間　行　事　計　画​

​4月​ ​5月​ ​6月​ ​7月​ ​8月​ ​9月​ ​10月​ ​11月​ ​12月​ ​1月​ ​2月​ ​3月​ ​定　例​

​法人・施設​
​関係​

​監事監査​
​理事会​
​評議員会​

​創立記念日​
​7/23​

​利用者盆休み​

​土砂災害​
​（机上）訓練​

​災害時の備蓄​
​提供訓練​

​理事会​

​利用者正月休​
​み​

​理事会​
​評議議員会​

​連絡調整会議(月１回)​
​職員会議（月１回）​
​給食委員会（月１回）​
​委員会等会議（月１回）​
​支援会議​
​現金預金預り金監査​

​（月１回）​

​レクリエー​
​ション​

​花見ドライブ​ ​野外食​ ​七夕​ ​月見​
​夕涼みの会​

​野外食​ ​広賀園作品展​
​11日～17日​

​イベント食​ ​節分​ ​ひな祭り​
​お楽しみ会​

​ほほえみ外出​
​喫茶「ほほえみ」（毎月）​
​誕生日昼食会（毎月）​
​コーヒーレク​
​移動販売車とくし丸​
​(月２回)​

​保健衛生​

​食事に関する​
​アンケート​

​職員健康診断​ ​利用者健康診​
​断​

​利用者健康診​
​断​
​インフルエン​
​ザ予防接種​
​食事に関する​
​アンケート​

​職員健康診断​ ​大掃除​ ​衛生日（週１回）​
​受水槽清掃（年１回）​
​水質検査（毎月１回、内​
​２回27項目）​
​浴槽水のレジオネラ菌検​
​査（年１回）​
​環境整備（毎月）​

​地域交流​

​広報活動​

​広報誌発行​ ​上寺家手作り​
​フェアー​
​作品展​

​広報誌発行​
​東広島健康福​
​祉まつり​
​平岩夏まつり​

​平岩小学校児童陶芸教室​
​平岩地区環境整備(年3回)​
​広賀園陶芸教室、パソコ​
​ン教室、龍王小学校ベル​
​マーク仕分け作業​
​作業棟の地域開放​
​平岩自治協議会部会参加​

​防　災​

​避難訓練​ ​防火訓練​ ​避難訓練​ ​有事に備えた​
​避難訓練​

​夜間避難訓練​ ​防火訓練​ ​避難訓練​ ​漏電検査（年2回）​
​ガス保安点検（年１回）​
​火報・消火器点検（年２​
​回）​

​研修会​ ​研修委員会研修計画による施設内研修会（外部講師の招聘、Ｗｅｂ研修も実施）、施設外研修会​

​委員会​
​災害対策委員会　　　　研修委員会　　　　　ICT推進委員会　　　　身体拘束適正化委員会​
​事故防止委員会　　　　虐待防止委員会　　　入所等対応委員会​
​感染症予防委員会　　　給食委員会　　　　　賞罰委員会​

​その他​

​利用者との懇談会（月１回）　​
​買い物代行サービス​
​預り金残高報告（４月、７月、１０月、１月）​
​創作的活動​​　講話　余暇活動​
​出張理容ハッピー号（奇数月）​
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